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海
底
六
百

M
ま
で
探
索
で
き
る
潜

水
調
査
船
「
し
ん
か
い
」
を
完
成
さ

¥
1
2
1f
'
 

せ
た
科
学
技
術
庁
は
、

一
億
三
千
万

円
を
投
じ
て
、
今
年
か
ら
富
山
湾
な

ど
日
本
海
総
合
研
究
調
査
を
開
始
し

ま
す
。
大
国
の
海
洋
開
発
競
争
に
遅

れ
ま
い
と
す
る
国
の
姿
勢
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
日
本
海
は
ま
だ
ま
だ
未

知
の
海
、
聞
か
る
べ
き
海
だ
か
ら
、

こ
の
海
に
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
て
ら
れ
た

の
で
し
ょ
う
。

国
土
の
五
倍
の
面
積
を
持
つ
日
本

海
。
大
陸
ダ
ナ
に
は
、
金
、
銀
、

マ

ン
ガ
ン
の
鉱
床
、
油
田
、
ガ
ス
田
が

:| 〉，..園隆 一よ義弘、 歴史シリーズ⑤

、司想空雪禦抑伊守 弥生式土器

; 施政文化が終りに近づいたころ、大陸では即こ青 毛

; 銅器が使用され、農耕も始まっていた。

日本は気候風土の関係から、山や海の宰が豊富で、

1 封鎖された形で縄文式文化の進歩が続いていたが、ひ

とたひJ大陸の新しい文化に接すると、りょう原の火の

ように広がり 、またたく聞に弥生式文化が形成された。

弥生式文化は金属器の利用と水稲栽培の普及とをさ

さえとして九州カミら始まり 、次第に北に広がったと見

られるが、北陸以北では寒冷のため水稲栽培は困難が

あるばかりでなく 、縄文式文化が根強かったので幾分

遅れたようである。-

県内で弥生式文化の遺跡は、氷見大境洞窟のように

縄文式文化と重複するものが多いが、単独の遺跡とし

ては、富山市大広田一帯や高岡市福田一帯の両遺跡群

がある。
土器の特徴としては写真にあるよう に明褐色で、以

前に見られなかった整った美しい土器となz三し、る。

金属器は、本県からは氷見朝日貝塚から銅鉱一点が
山土しているだけである。しか し、金属器の影響を受
けたと思われる磨製石鎌は富山市和合町百塚遺跡から i 
出土している。このように弥生式文化に入る と、 農耕 1 
や金属を使い始めたこ とにより生活程度も発達し、人

々は比較的低い土地に部落を形作っていた。

内庁
め
ざ
め
な
さ
い
。

日

本

海

、ー

先
頃
、
科
学
者
は
、
次
の

よ
う
な
お
ど
ろ
く
べ
き
発
言

を
し
ま
し
た
。
「
富
山
湾
沖

合
か
ら
北
方
に
向
っ
て
総
延

長
五
百
七
十
践
に
お
よ
ぶ
世

界
最
長
の
深
海
長
谷
が
の
び

て
い
る
」

日
本
海
の
実
体
が
調
べ
ら
れ

る
と
、
こ
ん
ご
こ
ん
な
事
実
が

幾
つ
も
発
見
さ
れ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

びまや
fri--¥
 4写真は、宮山市岩瀬から

出土した弥生式土器

(富山市清水 早川荘作氏所蔵)

ぐす

ね
む
っ
て
い
る
と
科
学
者
は
指
摘
し

ま
す
。
将
来
人
類
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
、
食
料
源
を
海
か
ら
獲
得
す
る
と

い
わ
れ
ま
す
か
ら
、
こ
の
海
は
ま
っ

先
に
日
本
の
「
海
の
工
場
」
「
海
の
牧

場
」
に
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

た
し
か
に
、
も
う
海
洋
開
発
の
胎

動
が
各
地
で
み
ら
れ
ま
す
。
秋
田
県

の
海
底
油
田
採
油
、
能
登
半
島
や
若

狭
湾
の
が
つ
く
る
漁
業
d

グ
観
光
漁

業
庁
な
ど
日
本
海
沿
岸
で
も
、
い
ろ

い
ろ
な
試
み
が
実
行
に
移
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
て

か
神
秘
の
海
d

日

本
海
に
は
、
い
ま
開
発
の
手
が
着
実

に
の
び
て
い
ま
す
。

富
山
県
知
事

表
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史
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みんなの県政

わ
が
国
の
歴
史
と
文
化
の
正
し
い
理
解
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
歴
史
資
料
、
考
古
資
料
、
民
俗
資
料
は
富

山

県

に

も

各
地
に
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
文
化
財
を
収
集
、
保
存
、
展
示
す
る
資
料
館
や
民
家
集
落
な
ど
を
点
在
さ
せ
て
「
風
土
記

の
丘
」
が
立
山
町
芦
暁
寺
に
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
文
部
省
が
遺
跡
の
整
備
、
保
存
と
文
化
財
の
散
逸
防
止
の
た
め
、
指
定
し
て
い
る
も
の
で
宮
崎
県
、
埼
玉
県
、

和
歌
山
県
に
つ
い
で
全
国
で
は
四
番
目
の
も
の
で
す
。

立
山
地
区
の
特
色
あ
る
風
土
と
一
体
化
し
て
保
存
、
活
用
す
る
た
め
、
総
面
積
二
十
四
万
七
千
五
百
平
方
対
の
敷
地
に
総

工
費
二
億
三
千
五
百
万
円
を
投
じ
て
造
成
さ
れ
、
四
十
五
年
末
に
は
、
数
々
の
遺
跡
が
点
在
す
る
「
一
目
で
わ
か
る
歴
史
公

園
」
と
し
て
、
一
般
に
公
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

こ
の
『
風
土
記
の
丘
』
と
は
い
か
な
る
も
の
か
、
そ
の

構
想
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
盛
り
沢
山
の
遺
跡
、
資
料
が
一
カ

所
に
ま
と
め
よ
う
と
い
う
計
画
で
、
縄
文
時
代

か
ら
近
世
に
い
た
る
郷
土
の
歴
史
が
一
目
で
わ

か
る
こ
と
に
な
る
。

『
風
土
記
の
丘
』
の
建
設
は
、
四
十
一
年
度

か
ら
文
部
者
が
、
放
置
さ
れ
が
ち
な
遺
跡
を
整

備
、
保
存
し
、
文
化
財
の
散
逸
防
止
の
た
め
に

呼
び
か
け
た
も
の
。

幸
い
本
県
に
は
、
古
代
の
遺
跡
が
全
国
的
に

も
多
い
こ
と
か
ら
名
乗
り
を
あ
げ
本
県
の
誇
り

で
あ
る
立
山
連
峰
と
そ
れ
に
関
係
の
深
い
立
山

信
仰
を
中
心
に
構
想
を
練
り
、
地
元
、
立
山
町

の
大
き
な
協
力
を
得
て
よ
う
や
く
建
設
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

予
算
の
内
訳
は
、
国
庫
補
助
二
千
五
百
万
円

特
定
財
源
一
億
円
、
県
費
五
千
五
百
万
円
、
地

元
五
千
五
百
万
円
と
合
計
二
億
三
千
五
百
万
円

の
巨
費
を
投
じ
て
二
十
四
万
七
千
五
百
平
方
M

の
巨
大
な
敷
地
に
今
年
度
か
ら
建
設
に
着
手
す

る。

- 4-

立

山

信

仰

を

中

心

に

立
山
の
開
山
は
、
越
中
国
司
佐
伯
有
若
の
子
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
毎
年
多
く
の
参
拝

有
頼
(
慈
興
上
人
〉
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
る
。
者
が
訪
れ
た
。
実
際
こ
こ
か
ら
は
、
立
山
が
は

有
若
が
平
安
時
代
初
期
に
実
在
し
た
人
物
で
っ
き
り
見
え
る
の
で
あ
る
。

あ
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
こ
の
頃
か
ら
立
山
登

布

橋

は

、
閣
魔
堂
か
ら
姐
堂
ま
で
道
に
純
白

頂
が
行
な
わ
れ
は
じ
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

の

布
が
敷
い
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
呼
ば
れ
た
ら

起
点
と
な
る
芦
瞬
寺
一
帯
は
、
昔
か
ら
山
岳

し

く

、
人
界
で
い
く
ら
罪
を
犯
し
た
人
間
で

信
仰
の
拠
点
と
さ
れ
、
立
山
信
仰
の

行

者

を

導

も

、
閣
魔
さ
ま
の
前
で
完
全
に
ザ
ン
ゲ
で
き
た

く
衆
徒
た
ち
の
集
落
が
繁
栄
し
た
。
者
は
無
事
こ
の
橋
を
渡
る
こ
と
が
で
き
、
半
信

こ
の
中
心
で
あ
る
雄
山
神
社
は
大
宝
元
年
半
疑
の
者
は
、
橋
が
糸
の
よ
う
に
な

っ
て
、
川

(七

O
一
)
に
創
設
さ
れ
、
建
久
二
年
(
一
一
に
落
ち
て
死
ん
で
し
ま
う
と
信
者
た
ち
か
ら
恐

九
一
)
に
源
頼
朝
が
再
興
、
そ
の
後
足
利
説
猷
れ
ら
れ
て
い
た
。

ら
に
よ
っ
て
修
復
さ
れ
て
き
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。な

か
で
も
、
芦
併
寺
の
中
央
を
流
れ
る
姐
堂

川
を
境
に
山
寄
り
の
東
方
を
天
界
、
西
方
を
人

界
、
俗
界
と
し
た
。

姥
信
仰
は
こ
こ
独
自
の
も
の
で
、

「
仲
宮
寺

姐
堂
」
は
、
平
安
初
期
に
建
て
ら
れ
、
川
を
は

さ
ん
で
、
天
界
に
姐
堂
、
人
界
に
閤
魔
堂
を
お

き
、
周
辺
に
は
三
重
塔
、
地
蔵
堂
、一
帝
釈
堂
、

鐘
堂
、
仁
王
門
な
ど
を
配
し
、
.

荘

封

切

等

あ
っ
た
。

当
時
立
山
は
女
人
禁
制
と
さ
れ
て
い
た
の
で

女
性
の
信
者
た
ち
は
、
白
衣
に
着
替
え
、
閣
魔

堂
に
入
り
、
俗
界
の
身
を
清
め
て
か
ら
、
僧
に

連
れ
ら
れ
て
姐
堂
川
に
か
か
る
「
布
橋
」
を
渡

っ
て
、
天
界
の
人
と
な
っ
た
。
そ
し
て
姐
堂
か

ら
立
山
の
姿
を
見
る
と
極
楽
浄
土
に
生
ま
れ
か

わ
っ
た
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に

こ
こ
で
は
、
山
に
登
ら
ず
し
て
立
山
を
拝
む
こ

や'

立山町芦瞬寺に建設

みんなの県政

資
料
を
そ
ろ
え

遺
跡
、

合

掌

造

り

も

移

転

立
山
は
昔
か
ら
、
全
国
各
地
の
登
拝
者
を
集

め
た
霊
山
で
あ
り
、そ
れ
な
り
に
遺
跡
も
多
い
。

富
山
市
か
ら
東
南
に
二
十
キ
ロ
対
、
舗
装
さ

れ
た
道
路
を
車
で
三
十
分
ほ
ど
走
る
と
、
立
山

の
ふ
も
と
、
立
山

・
剣
岳
の

か
ガ
イ
ド
村
山
H

と

し
て
知
ら
れ
る
芦
併
寺
部
落
に
つ
く
、
常
願
寺

川
を
横
に
見
て
雄
山
神
社
が
見
え
て
く
る
。
こ

こ
が
『
風
土
記
の
丘
』
の
起
点
。

こ
こ
か
ら
立
山
に
向
っ
て
、
慈
興
開
山
堂
、

立
山
神
像
、
堂
琴
平
宮
、
横
穴
古
墳
群
な
ど
が

え
ん
ま

広
が
り
、
県
道
を
は
さ
ん
で
川
側
に
は
、
閤
魔

堂
、
担
堂
、
布
橋
な
ど
が
並
ぶ
。

こ
の
周
辺
の
豊
富
な
史
跡
が
整
備
、
復
元
さ

れ
、
史
跡
を
結
ぶ
遊
歩
道
や
パ
ス
百
台
が
駐
車

で
き
る
パ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
建
設
す
る
。
立
山

し
ゅ
う

信
仰
に
使
わ
れ
た
資
料
を
全
国
各
地
か
ら
蒐
集

し
て
、
山
岳
信
仰
民
族
資
料
館
を
建
て
る
。

。
有

料

だ

っ

た

布

橋

昔
か
ら
「
地
獄
の
さ
た
も
金
次
第
」
と
は
う

ま
く
い
っ
た
も
の
で
、
こ
の
布
橋
を
渡
る
の
に

料
金
を
取
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
有
料
橋
で
あ
る
。

ま
た
、
横
穴
古
噴
群
は
、
昔
立
山
登
拝
者
た

ち
は
、
こ
の
横
穴
で
必
ず
身
を
清
め
て
修
養
し

て
か
ら
登
山
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、
周
辺
に
は
縄
文
か
ら
近
世
に
い

た
る
史
跡
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
が
す
べ
て
整

備
、
復
元
さ
れ
、
歴
史
公
園
と
し
て
一
般
に
公

開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
「
立
山
ル
l
ト」

が
四
十
五
年
完
成
す
る
の
に
伴
な
っ
て
、
こ
こ

を
お
と
ず
れ
る
登
山
者
や
見
学
者
が
古
代
を
し

の
ぶ
場
、
精
神
修
養
の
場
と
し
て
お
お
い
に
利

用
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

(
社
会
教
育
課
)

「歴
史
公
園
」

そ
し
て
そ
の
横
に
は
、
雷
鳥

・
カ
モ
シ
カ

園
、
高
山
植
物
園
が
並
び
、
五
箇
山
地
方
の
合

掌
造
り
の
民
家
な
ど
も
移
転
さ
れ
る
。
こ
れ
が

『
風
土
記
の
丘
』
の
構
想
。

他
県
で
は
、
い
ず
れ
も
古
墳
群
を
芝
生
や
散

歩
道
で
ま
と
め
で
あ
る
の
に
対
し
、本
県
で
は
、

立
山
信
仰
の
中
心
。
立
山
神
像
H

も
資
料
館
に
安
佐
の
予
定

。〉
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みんなの県政

今
年
は
、
三
十
八
年
豪
雪
以
来
の
大
雪

と
な
り
交
通
機
関
を
は
じ
め
町
や
村
を
大

変
な
混
乱
に
お
と
し
い
れ
ま
し
た
。

一
方
丹
精
し
て
植
え
育
て
て
い
る
「
ス

ギ
」
の
造
林
地
な
ど
に
も
折
れ
た
り
倒
伏

し
た
り
し
て
い
る
所
が
多
く
あ
り
ま
す
か

ら
、

こ
れ
ら
雪
害
木
の
取
扱
い
に
つ
い
て

述
べ
ま
し
ょ
う
。

造
林
地
は
一
般
に
積
雪
量
の
多
い
傾
斜

地
が
多
く
、
幼
齢
木
(
五
J
六
年
生
位
ま

で
)
は
雪
圧
(
雪
の
圧
力
)
伺
行
力
(
根

雪
が
融
け
て
滑
る
圧
力
)
な
ど
の
た
め

倒
伏
、

根
抜
け
、
根
元
折
れ
な
ど
の
被
害

が
多
く
、
ま
た
成
林
木
は
冠
当
(
枝
、
葉

に
積
っ
た
雪
)
の
重
量
に
よ
る
幹
折
れ
、

みんなの県政

叩

倒
伏
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
ま
す
。

山

成

林
木
の
幹
折
れ
、
倒
伏
木
は
雪
ど
け

後
伐
採
し
利
用
で
き
る
と
こ
ろ
は
利
用

し

叩

ν

ま
し
ょ
う
。

川

幼
齢
木
の
植
栽
後
一

J
二
年
の
も
の
は

全
面
的
に
植
栽
木
の
根
元
の
周
囲
を
足
で

川

踏
み
固
め
、
根
踏
み
作
業
を
行
な
い
倒
伏

木
を
起
こ
す
と
同
時
に
浮
い
た
根
を
土
に

川

な

じ

ま

せ

ま

す

。

叫

根
踏
み
だ
け
で
起
き
な
い
幼
齢
木
は
縄

で
引
張
る
雪
起
こ
し
作
業
を
行
な
い
ま
す

が
、
雪
ど
け
後
早
い
方
が
効
果
が
あ
り
ま
川

附

す

。

川

倒
伏
木
を
放
置
し
て
お
く
と
、
た
と
え

成
林
し
も
根
元
の
曲
っ
た
、

い
わ
ゆ
る
根

曲
木
し

e
E
り
、

7
〉
部
分
の
利
用
価
値
が

E

λ

-

-

T

ν

 

倒
伏
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
ま
す
。

成
林
木
の
幹
折
れ
、
倒
伏
木
は
雪
ど
け

後
伐
採
し
利
用
で
き
る
と
こ
ろ
は
利
用
し

ま
し
ょ
う
。

も
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〈
上
)
乳
児
閣

・
(
下
)
老
人
ホ

1
ム
の
朝
の
体
操
風
景

ゃ
ん
か
ら

お
と
む
よ
り
ま
で

世
の
中
に
は
、
生
ま
れ
て
間
も
な
く
親
と
別
れ
別
れ
に
な
っ
た
り
、
運
命
の
い
た
ず
ら
に

よ
っ
て
、
手
足
が
不
自
由
だ

っ
た
り
、
脳
に
障
害
を
受
け
、
そ
の
た
め
に
世
間
か
ら
冷
た
い

目
で
見
ら
れ
る
な
ど
、
不
運
な
子
供
た
ち
が
少
な
く
な
い
。
年
老
い
て
、
家
庭
や
環
境
の
都

合
と
か
、
か
ら
だ
の
都
合
に
よ
っ
て
自
宅
で
養
護
が
困
難
な
お
と
し
よ
り
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
。
こ
ん
な
人
た
ち
を
収
容
し
て
い
る
社
会
福
祉
施
設
を
こ
こ
に
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

ノ

〆

(社会福祉課〉
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概

況

運

《以.

凸

の

施

設

施
設
の
種
類

施
設
の

院

乳

!日
ノじ

l日
Ju 

乳

い
た
保
護
者
の
な
い
開
山
立
星
、

虐
待
さ
れ
て

環
境
上
養
護
を
必
要
と
す
る
児
童
を
入
所
さ

養

護

施

設

富

佐大布
Z 目

是
正
え
す
る
。

高富ル
岡 山 ン

富

向寺

独
立
自
活
に
必
要
な
知
識
、

肢
体
不
自
由

児

施

設

高

独
立
、
自

徳石

冨

か L

精
神
薄
弱
児

施

設

全
土
目
J
4
t
一与
え
7
G
。

t 

坂大麻

生
活
指
導
、

/¥ 

っ
て

独
立
し
て
日
常
生
活

救

護

施

設

で
き
な
い
者
を
収
容
し

扶
助
を
行
う
。

。〉

入所については、県社会福祉事務所へお気軽にご相談のうえ、手続きをとってください。

そ 施宿
老人特別

ホ養 教 施婦

建
施医

更者肢体 授身
1自 l護 人 療 産陸の

?養
護 正不提 老 保 保 施自 施宝にコ

他 設供 ム護 ム人 院 設護 設護 設由 設者

厚民更誠萩

ホ老杉人流
楽長慈老護人

戸邑三~
葉

更指導所正E書者県自E 高病院岡生会済富病山院生会済 王2吏ZE 県
授亡4野産とと マシl 

生生生心浦 寿生光ホ
IlJ 

月
A寸U一ら

館寮寮寮寮 荘園園 | 園 寮ム ム 所者 所園

黒新高富富 t邑= 町高富富 戸晶土~ z日ロ士ヨ~ ロ品全~

， 社会福主法人吐
富

富県山 社会福祉安

書村町 市自内

部湊岡 山山 山 村 岡 山 山 山 山 山 山
組

市市市市県 県 合市市県 ~~ 県 県 ー県
黒新両か富 声晶'= 東局 か 富 ，晶z三ョ ，晶=三= '畠=と~

l笥、 富、 富 両東

そを
市三日 渡六寺 諌町畑回 通海岸 杉流 井波芳野捲川 杉流 金↑ 西 西

末広 安住
石 立井

他児富の 二はめじ
日 田

長江 金 野波
町

地方 町町 。 町

一一
所一のカ 書時的保

一一一

八0二0九五八0六0 。五 五00 0 00 0 五 八。 。 。 0O 三三 。 0 五七0 

所泊 居住

時護要看をし体上身たま、
が難者を収容困な 経理済にび的由 六十才上五以の

入所さ 不 喜し、 要保善
し心

行をな 療医を
医身 い身

設施カあミ ニカ 臓
学的 障体 自 障体

提を供す ないの
せ 為千良丁 通所 たま

う必
定判 者害 立害る所、

て をな
せるさ。 子を収容

さは
。 要すと 更者

主母 る。 要保護者 教護す し、
せ呼 を( 正の

二話りS号、三L、精b神ししt 、

て 器吸 し十 さ生
よ 者で る 、 八 せ活
り るま t蓮訓日 機の

要保 生才 る 指
十 の た

生活 活以 導
帯世 宅自 身心 は 練能 護 指 上 な

所カ

年恐れ
指導

すに 者 導) ら

養護受けでを 上たはま

る障 すの び
対し o ~にコ互 実す る更

市各村町 職業訓練

の し 正 i蹴
て の あ て 相 業

あ
者る

、
吉d火t 

練訓
る 環上境 る

療給医付時的 J童l日U 

施実を を収 応 を行
¥と._/ 

こお じ
とよ を 廿'*' な

- 7ー



みんなの県政

と政治

座談会

選挙

'v 

11 

に
、
選
挙
で
も
初
め
は
青
年
が
と
ま
ど
う
の
も

無
理
は
な
い
。
二
十
歳
で
迎
え
た
最
初
の
選
挙

か
ら
自
覚
し
た
票
を
投
ぜ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

に
は
、
十
八
歳
位
か
ら
予
備
知
識
を
与
え
る
よ

う
に
し
て
は
ど
う
。
つ
ま
り
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。

司
会

な
る
ほ
ど
・
:
。
と
こ
ろ
で
、
棄
権
も
ま

た
権
利
だ
と
い
う
人
も
い
ま
す
が
。

由
井

賛
成
で
き
な
い
わ
。
自
分
の
気
持
ち
に

合
っ
た
人
が
い
な
く
て
も
、
そ
れ
に
近
い
人
を

選
ぶ
こ
と
が
自
分
の
主
張
を
実
現
さ
せ
る
こ
と

に
な
る
も
の
ね
え
。

坂
井

成
人
と
し
て
選
挙
権
を
与
え
ら
れ
、
責

任
を
持

っ
た
ん
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
考
え
る
と

と
て
も
棄
権
は
で
き
な
い
は
ず
で
す
。

白
井

私
は
こ
れ
ま
で
の
選
挙
は
二
回
と
も
出

勤
と
重
な
り
ま
し
た
が
、
朝
早
く
家
を
出
て
投

票
し
ま
し
た
。
せ
っ
か
く
与
え
ら
れ
た
権
利
を

使
わ
な
い
と
惜
し
い
よ
う
な
気
が
し
て
。

司
会

そ
う
で
す
か
、
こ
の
惜
し
い
と
い
う
気

持
ち
が
大
切
で
す
。
棄
権
を
し
な
い
で
、
自
分

を
政
治
か
ら
遠
ざ
け
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が

政
治
を
よ
く
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
か

ら
ね
。そ

こ
で
、国
会
議
員
を
選
ぶ
場
合
と
、地
方
議

、

員
を
選
ぶ
場
合
は
基
準
が
違
い
ま
す
か
。

坂
井

地
方
議
員
の
場
合
で
す
と
地
元
だ
と

ことし県下では、 2 万:J .T)\.の-成人-者.~と辺之一票L-た<?_J_9_惑を
辺之L一太AA__?._~~ いろどうー権君!J:そ義務玄:与え G れたがまた
責任も重大ーとーど?ーもタρ 1-三之三 一今後_~_t土一会?と;塑::?~__~ζ万三
にお集ま-りーどたど¥，'--C者AιL---C Iり観点たらムー選挙-権ーと一政治り

あり方長竺\"主誇.?~.~'主主-き一言J:-:.t長一

選
挙
に
関
心
が
低
い

司
会

み
な
さ
ん
、
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
し

ま
す
。県

内
で
は
、
二
万
三
千
人
の
新
有
権
者
を
迎

え
、
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
は

選
挙
権
と
い
う
新
し
い
権
利
を
得
ら
れ
、
今
後

の
社
会
を
担
っ
て
ゆ
く
方
々
で
す
。
そ
こ
で
、
選

敬称略

利権と

会

社

員

伍

島

文

子
(
上
市
町
)

司

会
山

崎

茂

之

県
選
挙
管
理
委
員
長

ちたは

ぐ

か
、
血
縁
の
人
だ
と
い
う
こ
と
が
抜
群
の
魅
力

を
持
つ
の
で
す
ね
。
こ
う
し
て
選
ば
れ
た
議
員

は
道
路
問
題
な
ど
で
実
際
に
地
元
を
よ
く
し
て

く
れ
る
。
身
近
か
な
人
に
出
て
も
ら
う
と
、
こ

ん
な
結
構
な
事
は
な
い
と
考
え
る
人
が
ま
だ
私

た
ち
の
囲
り
に
は
相
当
い
ま
す
。
国
会
議
員
だ

と
政
党
と
並
ん
で
そ
の
人
の
人
柄
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
か
。

伍
島

町
会
議
員
の
場
合
な
ど
で
は
、
部
落
で

推
せ
ん
さ
れ
た
人
が
、
座
談
会
な
ど
で
公
民
館

と
か
児
童
会
館
な
ど
を
建
設
す
る
と
約
束
さ
れ

る
ん
で
す
ね
。
私
達
も
信
頼
し
て
、
こ
の
人
だ

っ
た
ら
、
青
年
団
活
動
を
や
っ
て
い
く
上
に
も

よ
い
の
じ
ゃ
な
い
か
と
思

っ
て
選
び
ま
す
。

司
会

つ
ま
り
、
部
落
推
せ
ん
の
無
競
争
工
作

を
指
し
て
お
ら
れ
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
が
、
選

挙
に
た
ず
さ
わ
る
者
と
し
て
余
り
感
心
し
ま
せ

ん
。
部
落
だ
け
の
代
表
と
し
て
で
な
く
、
町
全

体
の
町
長
や
議
員
を
選
ぶ
ん
で
す
か
ら
。

杉
林

国
会
議
員
を
選
ぶ
基
準
は
党
で
す
ね
。

党
の
政
策
が
国
の
政
治
と
わ
れ
わ
れ
の
生
活
に

じ
か
に
反
映
さ
れ
ま
す
か
ら
。
地
方
の
場
合
は

人
物
か
と
い
う
と
そ
う
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
地

方
自
治
体
と
い
え
ば
ど
も
重
要
な
事
項
は
や
は

り
政
策
で
争
わ
れ
ま
す
。
私
は
人
物
と
並
ん
で

政
党
を
考
え
ま
す
。

政
治
家
は
ど
う
し
て
汚
職
を
す
る
の
か

みんなの県政

白
井

と
こ
ろ
で
ど
う
し
て
政
治
家
は
汚
職
な

さ
る
ん
で
す
か
。
(
一
同
爆
笑
)

司
会

こ
れ
は
、
選
挙
に
金
が
か
か
る
か
ら
だ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
使

っ
た
分
を
議

員
に
な
っ
て
取
り
返
そ
う
と
す
る
ん
で
し
ょ

う
。
(
一
同
爆
笑
)

由
井

選
挙
に
お
金
が
か
か
る
と
お
っ
し
ゃ
い

ま
す
が
、
そ
ん
な
に
か
か
る
と
は
と
て
も
信
じ

と
い
う
け
れ
ど

挙
に
ち
な
ん
で
い
ろ
い
ろ
話
し
合
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
今
ま
で
の
選
挙
を
見

ら
れ
て
ど
う
い
う
お
考
え
を
お
持
ち
で
す
か
。

杉
林

最
近
の
選
挙
で
は
、
二
十
歳
代
の
青
年

層
の
選
挙
に
対
す
る
関
心
が
低
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
ね
ェ
。
も
っ
と
関
心
を
持
つ
‘
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
に

は
一
言
で
す
ま
さ
れ
な

い
、
い
ろ
い
ろ
な
原
因

を
ふ
く
ん
で
い
る
よ
う

で
す
が
。

伍
島

一
票
を
投
じ
た

と
き
、
社
会
を
背
負
う

大
人
の
一
員
で
あ
る
と

い
う
気
持
ち
が
し
、
す

ご
く
感
激
し
ま
し
た
。

私
達
は
、
新
聞
の
政
治

面
な
ど
も
よ
く
目
を
通

し
、
政
治
を
よ
く
知
ら

な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

白
井

私
は
、
選
挙
権

を
も
ら
っ
て
先
ず
嬉
し

か
っ
た
。
こ
の
一
票
に
は

成
人
と
し
て
責
任
が
つ

い
て
回
る
こ
と
も
知

っ

て
い
ま
し
た
が
、
初
め

て
の
選
挙
で
は
、
案
外

立
候
補
の
演
説
な
ど
を

よ
く
聞
き
ま
し
た
。
し

く〉

ら
れ
ま
せ
ん
わ
。
私
は
、
こ
の
前
の
選
挙
で
応

援
を
頼
ま
れ
ま
し
た
が
、
無
料
奉
仕
。
誰
れ
も

お
礼
な
ん
て
い
た
だ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

杉
林

そ
れ
は
ね
、
選
挙
の
期
間
中
は
警
察
の

目
が
光
っ
て
い
る
。
そ
れ
よ
り
も
選
挙
期
間
以

外
の
運
動
に
ど

っ
さ
り
使
う
ん
で
し
ょ
う
ね
。

司
会

そ
の
と
お
り
で
す
。
選
挙
の
と
き
も
そ

う
で
す
が
、
そ
れ
よ
り
普
段
に
大
変
な
金
を
使

っ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。
例
え
ば
議
会
の
報
告

会
ゃ
、
そ
の
他
い
ろ
ん
な
会
合
な
ど
で
相
当
の

経
費
が
か
か
る
と
い
う
具
合
に
ね
。

坂
井

選
挙
に
そ
ん
な
に
金
が
か
か
る
と
困
り

ま
す
ね
。
金
が
か
る
と
有
能
な
人
で
、
こ
の
人

こ
そ
と
い
う
人
が
な
か
な
か
出
ら
れ
な
い
。
金

も
あ
り
、
能
力
も
あ
る
と
い
う
候
補
者
は
め
ず

ら
し
い
か
ら
。

伍
島

金
で
当
選
す
る
と
い
う
人
は
が
ま
ん
で

か
し
、
新
聞
で
は
若
い
人
の
関
心
が
低
い
と
知

り
意
外
だ
な
ァ
と
感
じ
ま
し
た
。

坂
井

僕
は
二
度
の
選
挙
を
経
験
し
た
ん
で
す

が
、
最
初
の
選
挙
は
何
が
何
だ
か
訳
が
分
ら
な

い
ま
ま
投
票
し
た
と
い
う
の
が
本
当
で
す
。

そ
の
時
、
人
を
見
る
と
か
、
政
治
を
考
え
る

こ
と
は
至
極
む
ず
か
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
今

後
は
、
責
任
の
あ
る
一
票
を
投
じ
る
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
、
青
年
団
や
グ
ル
ー
プ
で
つ
っ

こ
ん
だ
話
し
を
し
て
み
た
い
。

一
票
位
と
い
う
軽
い
気
持
が

司
会

若
い
方
の
投
票
率
が
思
い
の
は
、
原
因

が
ど
こ
に
あ
る
ん
で
し
ょ
う
。

杉
林

今
の
選
挙
で
は
自
分
の
一
票
が
生
か
さ

れ
た
と
い
う
気
持
ち
が
し
な
い
で
す
ね
、
何
十

万
票
を
競
う
選
挙
の
中
で
は
、
自
分
の
一
票
が

そ
ん
な
に
大
切
な
も
の
だ
と
、
身
近
か
に
感
じ

な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

伍
島

私
達
の
年
代
は
、
政
治
教
育
が
な
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
の
で
、
自
分
の
一
票
が
大
き
な
社

会
全
体
を
動
か
す
と
い
う
自
覚
が
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

白
井

私
達
の
上
に
立
つ
政
治
家
の
方
が
、
陰

で
汚
職
を
し
た
り
、
と
か
く
黒
い
霧
の
噂
が
絶

え
な
い
こ
と
も
、
選
挙
に
関
心
を
も
て
な
い
原

因
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
青
年
の
方
で
も
す

べ
て
に
恵
ま
れ
過
ぎ
て
い
て
政
治
を
考
え
よ
う

と
し
な
い
。
と
に
か
く
甘
え
て
い
る
ん
じ
ゃ
な

い
で
し
ょ
う
か
。
い
ろ
ん
な
面
で
。

坂
井

ボ
ク
は
そ
う
思
わ
な
い
な
あ
。
百
対
競

争
で
も
、
初
め
か
ら
ス
ピ
ー
ド
が
出
な
い
よ
う
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き
ま
せ
ん
。
私
達
青
年
は
、
青
年
ら
し
い
純
真

さ
と
清
潔
さ
で
、
厳
し
く
見
極
め
、
ふ
る
い
に

か
け
て
い
く
べ
き
で
す
。

司
会

そ
の
と
お
り
で
す
ね
。
い
ま
青
年
ら
し

く
と
い
う
お
話
し
が
で
き
ま
し
た
が
、
み
な
さ

ん
、
新
成
人
と
し
て
、
ど
ん
な
抱
負
を
持
っ
て

お
ら
れ
ま
す
か
。

あなたの一票が大切

一
生
を
地
域
社
会
に

役
立
つ
よ
う
努
力
す
る

坂
井

世
界
で
は
、

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
か
、
チ

エ
コ
問
題
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
窮
極

に
は
世
界
が
一
つ
に
な
っ
て
平
和
な
世
の
中
に

な
っ
て
ほ
し
い
。
地
域
の
問
題
は
地
域
自
身
で

解
決
し
て
い
く
と
い
う
原
則
を
打
ち
た
て
て
、

僕
も
一
人
の
日
本
人
と
し
て
一
生
地
域
の
た
め

役
立
つ
よ
う
努
力
し
た
い
。

杉
林

僕
は
、
ど
ん
な
小
さ
な
目
標
で
も
い
い

か
ら
そ
れ
に
向
っ
て
毎
日
/
¥
全
力
投
球
で
き

る
人
聞
が
目
標
。

伍
島

私
は
女
性
と
い
う
立
場
か
ら
、
家
庭
に

入
っ
て
い
い
奥
さ
ん
に
な
り
た
い
で
す
ね
。

(
一
同
笑
い
〉

由
井

自
分
の
意
見
は
、
は
っ
き
り
主
張
し
な

が
ら
も
周
囲
の
人
達
の
こ
と
も
絶
え
ず
念
頭
に

お
け
る
よ
う
な
人
間
に
な
り
た
い
。
と
に
か
く

世
間
の
じ
ゃ
ま
に
な
ら
な
い
生
き
方
、
こ
れ
が

理
想
で
す
。

司
会

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

若
い
と
い
う
こ
と
は
何
も
の
に
も
代
え
ら
れ
な

い
貴
重
な
こ
と
で
す
。
み
な
さ
ん
は
青
年
で
あ

る
と
い
う
本
質
を
わ
き
ま
え
ら
れ
、
家
庭
に
部

落
に
、
市
町
村
に
、
純
真
で
清
潔
な
若
い
息
吹

き
を
お
お
い
に
吹
き
込
ん
で
下
さ
い
。
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み
ん
な
で
渡
ろ
う

歩
道
橋

ワ
ァ
l
イ

で
き
た
で
き
た

歩
道
橋
が
で
き
た

父
ち
ゃ
ん
も
母
ち
ゃ
ん
も

み
ん
な
安
心
で
き
る

歩
道
橋
が
で
き
た

ヮ
芸歩みダ歩走ア
問 道 ん ン 道 る !
宮橋なプ橋ぞイ
函の笑カの
車下顔 l 下走
詰をでもをる
苛 走 タ ぞ
亙 るク
ι 、ン

告 l

震も
し
た
北
陸

の
歩
道
橋

長 ワ

主 歩 み 僕 歩 ア
圭道んも道渡 l
六橋な私橋ろイ
目 をでもをう
ウ渡渡 、渡
7ろろあろ渡
トううなうろ
ぺ たう
巾も
一君

も
五
メ

ノレ



みんなの県政

雪も消え、ぽかぽかと暖かし、日が続きますと家から

飛びだし、野ら仕事や庭いじり、そして買物へと、外

出する機会が多くなります。

毎日生暖かい風が吹き、日本海側独特のフェーン現

象が起こり 、この結果火災をも招きます。

ちょっと外出する時などでも、火気には卜分気をつ

けましょう。他人事ではないですよ。

フ

ヱ

現

象

ン

す
っ
か
り
春
ら
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、

一
年
中
で
火
災
が
一
番
多
い
の
が
今
ご
ろ
な
の

で
す
。こ

れ
か
ら
は
、
暖
か
い
南
の
風
が
吹
き
、
空

気
が
乾
燥
し
て
く
る
か
ら
で
す
。
こ
れ
は
日
本

海
側
特
有
の
フ
ェ
ー
ン
現
象
の
た
め
で
、
フ
ェ

l
ン
と
い
う
の
は
お
ろ
し
の
一
種
で
、
も
と
は

ア
ル
プ
ス
地
方
で
つ
け
ら
れ
た
名
称
で
す
。

風
が
一
方
の
山
腹
を
吹
き
上

っ
て
頂
上
に
達

し
、
反
対
側
の
山
腹
に
沿
っ
て
吹
き
下
り
て
く

る
暖
か
い
乾
燥
し
た
風
の
こ
と
で
す
。

気
温
は
ニ
干
対

の

山
を
越
え
て
十
度
上
る

は
じ
め
空
気
は
十
五
度
で
湿
っ
て
い
た
も
の

と
す
れ
ば
、山
腹
を
上
る
に
つ
れ
て
雲
が
で
き
、

雨
を
降
ら
せ
ま
す
。
こ
の
時
、
空
気
は
湿
潤
断

熱
変
化
に
よ
っ
て
百

M
上
る
ご
と
に
約

0
・
五

度
ず
つ
温
度
が
下
る
の
で
、
山
の
高
さ
が
二
千

M
あ
る
と
す
れ
ば
頂
上
で
は
五
度
に
な
り
、
こ

の
空
気
が
反
対
側
の
山
腹
を
降
り
る
と
き
に
は

乾
燥
断
熱
変
化
に
よ
っ
て
百
対
下
る
ご
と
に
気

温
は
約
↓
度
ず
つ
上
り
ま
す
か
ら
、
山
麓
ま
で

下
り
た
と
き
に
は
約
二
十
五
度
に
な
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
二
千

M
の
山
を
越
え
た
た
め
気

温
が
十
度
上

っ
た
こ
と
に
な
る
訳
で
す
。
ま

た
、
こ
の
場
合
、
湿
度
は
山
頂
で
百
打
で
も
山

麓
へ
着
い
た
と
き
に
は
三
十
八
打
に
な
る
訳
で

す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
暖
か
い
乾
燥
し
た
フ
ェ

|
ン
が
で
き
る
わ
け
で
す
。

県

考

古

学

の

草

分

け

-亜理亙墨1m・

鱒髄捻

みんなの県政

私
た
ち
の
祖
先
が
ど
ん
な
生
活
を
し
、
そ
こ

に
は
ど
の
よ
う
な
社
会
が
形
成
さ
れ
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
。
古
代
の
研
究
を
さ
れ
て
い
る
早
川

荘
作
さ
ん
を
訪
ね
た
。

玄
関
を
入
る
と
ガ
ラ
ス
張
り
の
戸
棚
に
は
、

土
器
や
石
器
類
が
先
ず
目
に
入
る
。
こ
ん
な
に

も
集
め
ら
れ
た
も
の
か
と
思
う
。
こ
の
道
六
十

年
の
し
ゅ
う
集
品
の
数
々
で
あ
る
。

「
私
は
黒
部
市
前
沢
に
生
ま
れ
、
県
立
魚
津

中
学
に
学
び
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、

当
時
わ
が

国
考
古
学
の
先
駆
者
で
あ
る
坪
井
博
士
の
講
演

を
聞
い
て
胸
を
打
た
れ
、
こ
の
道
に
入
り
ま
し

た
」
と
そ
の
動
機
を
語
っ
て
く
だ
さ
る
。

早
川
さ
ん
は
、
勤
め
の
か
た
わ
ら
、
県
内
の

史
前
文
化
、
埋
蔵
文
化
の
遺
跡
を
探
し
求
め
、

考古の研究にかける早川さ‘ん

「
当
時
は
、
表
面
採
集
が
主

だ
っ
た
の
で
よ
く
野
や
畑
を
歩

き
ま
し
た
。
農
夫
か
ら
、
よ
く

聞
か
れ
ま
し
た
ね
。
〈

あ

チ

F
H
テ

ん
た
先
程
か
ら
行
っ
た
り

「

知

足

来
た
り
何
し
て
い
る
ん
で

す
か

V
と
か
、
八
楽
な
身
分
で
:
・V
と
非
難

さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
」
し
か
し
気
に
も
止

め
ず
黙
々
と
採
集
を
続
け
た
。
こ
の
よ
う
に

-HH 
Z
寸座

右
銘 の

日
本
海
へ
低
気
圧
が
入
り
、
フ
ェ
ー
ン
現
象

酬

が
起
き
て
乾
燥
し
た
日
が
続
き
、
湿
度
が
低
い

川

と
き
に
は
火
災
が
起
こ
り
易
い
し
、
ま
た
、
大

川

き
く
な
り
易
い
の
で
す
。
例
え
ば
、
二
十
七
年

酬

の
鳥
取
市
、
三
十
年
の
大
館
市
、
新
潟
市
の
大

川

火
、
三
十
一
年
九
月
十
日
の
魚
津
市
の
大
火
も

川

フ
ェ
ー
ン
現
象
の
時
に
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

川

こ
れ
か
ら
山
林
の
火
入
れ
や
ハ
イ
キ
ン
グ
も

川

多
く
な
り
ま
す
が
、
タ
パ
コ
の
投
げ
捨
て
は
禁

川

物
。
ま
た
暖
か
く
な
る
の
で
暖
房
器
具
を
放
置

介

し
た
ま
ま
買
物
や
、
野
良
仕
事
に
出
て
い
ま
せ

紹

ん
か
、
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
火
事
を
出

構

さ
な
い
よ
う
に
十
分
に
気
を
つ
け
た
い
も
の
で

E

す

。

(

消

防

課

)

1

火

災

に

注

意

フェーン現象

C 色ー〉

調
査
発
見
に
は
ほ
と
ん
ど
参
加
。

川

そ
し
て
大
正
か
ら
昭
和
の
は
じ
め
に
か
け
て

川

暇
を
み
て
は
全
国
の
遺
跡
を
求
め
て
旅
を
続
け

川

た
。
こ
れ
ら
の
費
用
は
も
ち
ろ
ん
自
前
だ
っ
た
。

酬

い
ま
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
昭
和
二

川

年
海
上
夏
期
大
学
か
ら
伊
豆
大
島
に
見
学
に
行

刷

っ
た
際
、友
達
が
み
ん
な
三
原
山
に
登
っ
た
が
、
川

早
川
さ
ん
一
人
、
熔
岩
の
聞
を
か
け
回
っ
て
、

川

遺
跡
を
探
し
歩
い
た
そ
う
で
あ
る
。

川

こ
の
よ
う
に
県
内
を
は
じ
め
、
全
国
を
め
ぐ

川

り
、
四
十
年
も
費
や
し
て
得
た
土
器
類
の
大
部

州

分
が
戦
火
を
受
け
て
烏
有
に
帰
し
た
時
ば
か
り

川

は
、
わ
が
子
を
失

っ
た
思
い
で
し
た
よ
。
と
く

づ

や
し
そ
う
だ
が
、
木
県
か
ら
出
土
し
て
現
在
す

紹

る
も
の
は
殆
ん
ど
所
蔵
し
て
お
ら
れ
る
。

関

ま
た
、
こ
の
間
の
研
究
を
ま
と
め
「
越
中
石

機

器
時
代
民
族
遺
跡
」
「
越
中
史
前
文
化
」
「
富
山

ニd

県
の
石
器
と
土
器
」
を
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
、

:

全
国
的
に
も
有
名
で
あ
り
、
わ
が
国
考
古
学
界

出

発
展
の
た
め
に
大
き
く
貢
献
し
て
お
ら
れ
る
。

の

今
後
ま
す
ま
す
元
気
で
研
究
を
続
け
て
い
た
だ

国

き
た
い
も
の
で
あ
る
。

川

い
つ
も
む
き
に
な
ら
ず
欲
ば
ら
ず
、
手
ま
め

に
働
く
と
い
う
『
知
足
常
富
』
を
座
右
銘
と

す
る
早
川
さ
ん
は
、
そ
れ
が
健
康
に
も
つ
な

ツ
ネ
=
ト
ム
が
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

常

富

」

最
近
で
は
、
古
代
の
遺
物

は
ど
こ
か
ら
も
発
見
出
来
な

い
の
だ
か
ら
、
今
後
は
こ
の
長
年
の
努
力
の

賜
物
を
永
く
保
存
す
る
こ
と
が
責
務
だ
と
お

っ
し
ゃ
る
。

土

木

部

高

速

道

路

室

の

現
代
は
モ
ー
タ
リ
l
ゼ

l
シ
ョ
ン
の
時
代

で
す
。
遠
か
ら
ず
ハ
イ
ウ
ェ
イ
時
代
も
始
ま

る
で
し
ょ
う
。

「
高
速
道
路
」
と
い
え
ば
、
ま
ず
頭
に
浮

ぶ
の
が
名
神
と
東
名
の
高
速
道
路
。

名
神

・
東
名
の
よ
う
な
本
格
的
ハ
イ
ウ
ェ

イ
で
全
国
を
結
び
、
地
域
開
発
の
促
進
を
は

か
ろ
う
と
、
昭
和
四
十
二
年
か
ら
国
土
開
発

幹
線
自
動
車
道
の
建
設
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

と
く
に
、
本
県
が
、
北
陸
地
方
開
発
の
拠

点
と
し
て
、
ま
た
、
新
産
業
都
市
を
中
核
と

し
た
工
業
開
発
を
進
め
て
行
く
う
え
に
お
い

て
、
そ
の
大
動
脈
と
な
る
北
陸
自
動
車
道
の

完
成
に
、
大
き
な
期
待
が
か
け
ら
れ
て
い
ま

す。
県
は
、
こ
の
大
事
業
に
合
わ
せ
て
、
昭
和

四
十
一
年
八
月
、
土
木
部
に
高
速
道
路
室
を

県
庁
一
階
東
側
に
設
け
ま
し
た
。

室
の
仕
事
は
、
日
本
道
路
公
団
か
ら
委
託

を
受
け
て
北
陸
自
動
車
の
用
地
の
買
収
事
務

と
高
速
道
路
の
建
設
に
伴
っ
て
生
ず
る
関
連

事
業
な
ど
の
調
整
で
す
。
ま
た
、
地
元
関
係

者
の
方
々
と
直
接
の
用
地
取
得
交
渉
な
ど
を

進
め
る
た
め
、
昨
年
四
月
か
ら
砺
波
市
に
高

速
道
路
用
地
事
務
所
を
設
け
ま
し
た
。

こ
の
道
路
の
県
内
区
間
(
富
山
市
J
石
川

県
境
問
〉
が
昭
和
四
十
七
年
度
ま
で
に
完
成

さ
せ
る
こ
と
を
目
標
に
、
い
ま
急
ピ
ッ
チ
を

上
げ
て
い
ま
す
。
北
陸
地
方
の
発
展
を
か
け

た
こ
の
大
事
業
が
予
定
ど
お
り
完
成
で
き
る

よ
う
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
、
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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労

働

省

富
山
労
働
基
準
局

富
山
城
祉
ぞ
い
に
流
れ
る
松
川
ベ
り
、
県

庁
の
並
び
に
緑
十
字
の
安
全
旗
の
ひ
る
が
え

っ
て
い
る
二
階
建
て
の
庁
舎
が
目
に
つ
く
。

こ
れ
が
富
山
労
働
基
準
局
。

労
働
基
準
法
関
係
の
監
督
機
関
と
し
て
、

中
央
に
労
働
省
、
富
山
県
に
は
、
富
山
労
働

基
準
局
。
そ
し
て
富
山

・
高
岡

・
魚
津

・
砺

波
に
労
働
基
準
監
督
署
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

関
係
は
、
い
わ
ゆ
る
、
本
社
H
支
侶
H
営
業

所
と
い
う
形
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

労
働
基
準
局
(
四
監
督
署
も
含
め
て
)
の

主
な
事
務
の
内
容
を
み
る
と
、
県
内
に
あ
る

約
二
万
四
干
の
事
業
場
の
監
督
指
導
と
、
労

災
保
険
の
業
務
に
大
別
で
き
ま
す
。

昨
年
の
本
県
に
お
け
る
こ
の
業
務
の
状
況

を
み
ま
す
と
、
労
働
基
準
法
に
違
反
す
る
事

業
場
は
、
な
ん
と
七
十
れ
も
あ
り
、
う
ち
悪

質
な
も
の
は
、
送
検
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
労
働
基
準
行
政
が
最
も
重
点
と
し

て
い
る
労
働
災
害
の
防
止
に
つ
い
て
は
、
労

働
者
千
人
に
つ
き
二
十
四
人
の
受
傷
率
で
計

約
六
十
件
も
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

い
づ
れ
も
悪
い
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
業
界
の
最
低
賃
金
の
問
題
や
労
災
保

険
の
適
用
、
徴
収
状
況
な
ど
は
全
国
で
も
上

位
と
い
う
実
績
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
賃
金
相
談
や
社
会
保
険
労
務

士
免
許
手
続
な
ど
も
行
な
っ
て
お
り
、
私
た

ち
が
安
全
に
働
け
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

- 13ー



せ 111川川11111111111111111111111111川

県

土

を

き

れ四
月
は

「
き
れ
い
な
環
境
の
中
で
暮
ら
し

た
い
」
と
い
う
気
持
ち
は
、
み
な
さ

ん
全
部
が
持

っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

そ
れ
に
は
、
日
常
生
活
を
通
じ
て
家

庭
や
地
域
社
会
、
ひ
い
て
は
県
全
体

の
生
活
環
境
を
清
潔
で
健
康
的
な
も

の
に
し
て
私
達
の
生
活
の
向
上
を
図

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め
に

り知川"川川11山川11川川11

こ
の
ぺ

l
ジ
は

市
町
村
、
そ
の

他
の
広
報
紙
の

資
料
と
し
て
、

ご
自
由
に
お
使

い
下
さ
い

¥
4
 

1
し
v県

下

一

斉

清

掃

運

動

は
、
県

・
市
町
村
に
お
い
て
、
し

尿
や
ご
み
を
衛
生
的
に
処
理
す
る

な
ど
、
積
極
的
に
県
土
美
化
を
推
進

し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
実
施
に
あ

た
っ
て
は
み
な
さ
ん
の
正
し
い
理
解

と
積
極
的
な
協
力
が
必
要
で
す
。
し

た
が
っ
て
、
み
な
さ
ん
の
一
人
一
人

が
「
川
に
ご
み
を
捨
て
な
い
よ
う
に

el!I'i]j璽亙2・
1日(火〉 ・交通安全模範の日

7日 (月〉 ・世界保健デー

10 日(木〉 ・ 第21回婦人週間 (~16
日〉

11日 (金〉 ・メートル法公布記念日

15日(火〉 ・交通安全模範の日

・無火災日

18日(金〉 ・発明の日

19 日(土) ・ 全国環境衛生週間(~

25日〉

20日 (日〉 ・家庭の日

・第36回逓信記念日

・ 郵便週間 (~26 日〉

.切手趣味週間

(~26 日 )

29日(火〉 ・天皇誕生日

30日(氷〉 ・自動車税納期限

せ川l川

万
国
博
の
会
期

中
、
主
と
し
て
会

場
内
の
観
客
の
案

内
を
す
る
万
国
博

ホ
ス
テ
ス
を
つ
ぎ
」

の
と
お
り
募
集
し

て
お
り
ま
す
。

県
内
採
用
予
定
人

員

二
名

応
募
資
格

1

昭
和
四
十
四

年
三
月
十
五
日

現
在
、
満
二
十

四
歳
未
満
の
日

本
国
籍
を
有
す
る
心
身
と
も
に
健

全
な
独
身
の
女
性
で
、
高
等
学
校

卒
業
以
上
の
学
歴
の
方

2

身
長
は
、

↓
五
五
詳
以
上
一
七

O
判
長
以
下
と
し
、
視
力
は
、
矯
正

視
力
で

O
、
七
以
上
の
方
(
た
だ

し
視
力
の
矯
正
は
コ
ン
タ
ク
ト
レ

ン
ズ
に
よ
る
〉

3

応
募
時
か
ら
万
国
博
会
場
へ
赴

任
す
る
ま
で
、
富
山
県
に
住
所
を

有
し
、
日
常
の
あ
い
さ
つ
、
場
所

、
の
案
内
程
度
の
英
会
話
能
力
を
有

す
る
方

選
考
日
程

第
一
次

第
二
次

第
三
次

4月30日<J[>申込み締切り

り知みんなの県政川川

書
類
選
考
五
月
上
旬

筆
記
試
験
五
月
中
旬

面
接
試
験
お
よ
び
身
体

検
査
五
月
下
旬

提
出
書
類

履
歴
書
(
市
販
の
身
上
書
付
標
準

書

式

)

一

通

住

民

登

録

票

一

通

写
真
(
名
刺
大
、
白
黒
)
上
半
身

正
面
向
脱
帽
洋
服
で
応
募
以

前
六
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た

も

の

一

通

申
し
込
み
受
付

l

受

付

期

間

昭

和

四

十

四

年
三
月
十
五
日
か
ら
四
月
三

十
日

2

受
付
場
所

富
山
市
新
総
曲
輪
一
ノ
七

富
山
県
貿
易
観
光
課
内

日
本
万
国
博
覧
会
富
山
県
推

進
協
議
会
事
務
局

電
話
会
二
)
四
一
一
一

内
線
四
一

O
J四一一一一

そ
の
他

前
記
応
募
申
し
込
み
先
ま
で
お
問

い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

し
よ
う
」
「
公
共
の
場
所
を
よ
ご
さ

な
い
よ
う
に
し
よ
う
」
と
い
う
心
が

け
と
、
地
域
ぐ
る
み
の
八
美
し
く
し

よ
う
〉
と
い
う
努
力
、
心
が
け
が
積

み
重
な

っ
て
こ
そ
初
め
て
達
成
で
き

る
の
で
す
。
県

・
市
町
村
で
は
、
四

月
に

『
県
下
二
斉
清
掃
運
動
』
を
展

開
し
、
み
な
さ
ん
の
家
庭
は
も
ち
ろ

ん
、
県
土
を
清
潔
に
し
、
美
し
い
環

境
‘、つ

く
り
に
つ
と
め
ま
す
。
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

あ
き
巣
に
ご
用
心
ノ
.

集
金
人
が
泣
き
、
あ
き
巣
ね
ら
い

が
喜
ぶ
1

1

0
そ
れ
は
「
ル
ス
家
庭
」

で
す
。

桜
の
季
節
と
も
な
れ
ば
、
行
楽
に

そ
し
て
野
良
仕
事
と
、
ど
の
家
庭
も

何
か
と
用
事
が
ふ
え
、
家
を
ル
ス
に

花

見

と

食

気
候
も
暖
か
く
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
、
食
中
毒
や
伝
染
病
な
ど

食
品
に
よ
る
事
故
が
急
激
に
ふ
え
て

き
ま
す
。

花
見
に
お
出
か
け
の
際
、
折
り
詰

め
や
お
弁
当
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、

五
兆
円
に
達
し
た
郵
便
貯
金

明
治
八
年
以
来
、
親
し
ま
れ
て
き

た
郵
便
貯
金
の
現
在
高
は
、
こ
と
し

の
二
月
七
日
、
五
兆
円
を
突
破
し
ま

し
た
。

こ
の
巨
額
な
郵
便
貯
金
は
、
す
べ

て
大
蔵
省
を
通
じ
て
、
地
方
公
共
団

体
や
公
団
、
公
社
、
公
庫
な
ど
に
融

資
さ
れ
、
文
化
、
教
育
、
産
業
の
振

興
、
農
林
漁
業
、
中
小
企
業
の
育
成
、

災
害
復
旧
、
治
山
、

治
水
、
住
宅
の

建
設
、
環
境
整
備
な
ど
に
使
わ
れ
、

国
民
経
済
の
発
展
と
生
活
向
上
に
大

き
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

不
時
の
出
費
や
、
こ
ど
も
の
養
育
、

老
後
の
生
活
安
定
に
と
平
素
か
ら
少

し
ず
つ
で
も
貯
蓄
を
し
て
豊
か
な
家

庭
と
よ
い
社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ

〉

h
ノ
。

し
て
外
出
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
活
躍
す
る
の
が
「
あ

き
巣
ド
ロ
ボ
ウ
」
で
す
。

奥
さ
ん
!

あ
な
た
が
八
百
屋
の

庖
先
で
「
も

っ
と
安
い
大
根
は
な
い

か
し
ら
・
:
:
:
・
」
な
ん
て
考
え
て
い

る
聞
に
、
あ
き
巣
ね
ら
い
が
チ
ヤ

ツ

カ
リ
訪
問
し
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
「
チ
ヨッ

ト
そ
こ
ま
で
」

「
す

ぐ
帰
る
か
ら
」
の
油
断
は
絶
対
に
禁

物
で
す
。
ル
ス
に
す
る
と
き
は
、
し

っ
か
り
戸
締
り
を
し
て
、
か
け
た
カ

ギ
を
郵
便
受
け
や
、
牛
乳
箱
な
ど
に

入
れ
な
い
で
必
ず
身
に
つ
け
て
行

っ

て
下
さ
い
。

ま
た
、
お
隣
り
に
芦
を
か
け
、
ル

ス
中
の
用
心
を
お
願
い
す
る
こ
と
も

忘
れ
な
い
よ
う
に
。
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こ
ど
も
と
お
と
し
よ
り
を

交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

四
月
一
日

i
三
十
日

学
校
へ
の
「
ゆ
き
か
え
り
の
道
」

は
安
全
で
し
ょ
う
か
。

V

少
し
遠
ま
わ
り
で
も
安
全
な
道

を
選
び
ま
し
ょ
う
。

V

と
び
出
し
は
止
め
さ
せ
ま
し
ょ

よ
ーノ
。

V

車
の
す
ぐ
前
、
す
ぐ
後
は
危
険

で
す
。

V

幼
稚
閣
、
保
育
所
へ
い

っ
て
い

る
お
子
さ
ん
は
、
親
か
、
そ
れ
に
代

る
人
が
付
い
て
ゆ
く
責
任
が
あ
り
ま

す
。

(
道
路
交
通
法
第
十
四
条
)

V

お
年
寄
り
の
方
は
、
交
通
の
き

ま
り
を
よ
く
知

っ
て
い
な
い
と
か
、

知
っ
て
い
て
も
、
面
倒
が
ら
な
い
よ

う
家
族
会
議
で
よ
く
話
し
合
っ
て
事

故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

。fJ

i

や
し
て
か
ら
に
し
ま
し
ょ
う
。

z
r
t
-

蛋
白
質
の
多
い
も
の
は
、
危
険
度

折
り
詰
め
や
弁
当
に
注
意

が
高
い
の
で
特
に
気
を
つ
け
て
下
さ

特
に
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

い
。

ま
た
、
ジ
ュ

ー
ス
類
や
菓
子
に
は
、

一
折
り
詰
め
、
弁
当
は
、
信
用
人
工
着
色
し
た
も
の
が
多
く
出
回
つ

の
あ
る
庖
で
、
調
製
年
月
日
時
の
入
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て

っ
た
も
の
を
求
め
、
で

き

る

だ

け

早

は

、
保
健
所
に
お
い
て
検
査
を
行
な

く
食
べ
て
下
さ
い
。

っ

て
お
り
ま
す
が
、
着
色
の
毒
々
し

二
家
庭
で
調
理
し
て
持
参
さ
れ
い
も
の
や
色
の
鮮
か
す
ぎ
る
も
の
は

る
と
き
は
、
味
を
こ
い
め
に
し
て
、

避
け
て
下
さ
い
。

「
煮
る
」
「
焼
く
」
な
ど
は
時
間
を
以
上
の
こ
と
に
十
分
注
意
し
て
お

か
け
て
下
さ
い
。

互
い
に
楽
し
い
行
楽
シ
ー
ズ
ン
と
し

な
お
、
詰
め
合
わ
せ
は
、
よ
く
冷
た
い
も
の
で
す
。

富
山
県
の
文
化
財

制

舟

つ

な

ぎ

の

し

い

の

き

(
県
指
定
天
然
記
念
物
)

富

山

市

山

本

五

O
五

こ
の
木
は
椎
の
大
木
で
、
地
上
二
、
五
財
ば
か
り
の
こ
ろ
で
幹
が
数
本

に
分
か
れ
て
繁
茂
し
て
い
る
。
古
木
の
た
め
心
枯
れ
と
幹
に
大
き
な
空
洞

一
が
あ
り
、
樹
勢
は
か
な
り
衰
え
て
い
る
が
、
根
元
や
幹
の
脇
か
ら
新
し
い

一
ず
わ
え
が
出
て
更
新
の
様
相
を
み
せ
て
い
る
。

一

こ
の
木
の
近
く
に
あ
る
鍛
治
川
は
、放
生
津
潟
に
注
い
で
い
た
も
の
で
、

…
上
り
下
り
の
舟
つ
な
ぎ
場
所
に
な

っ
て
い
た
も
の
と
、伝
え
ら
れ
て
い
る
。
一

付
近
に
は
、

「
椎
土
」
、

「
椎
の
木
」
の
地
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
昔
は

一
相
当
繁
茂
し
て

十一イ

、

J
弱
盛
田
I
6d

唱

V

城
門
崎
誠
幽
・
j
l
M
開
酪
甑
幽
園
幽
・
・
・
F
2弘明
日頃

い
た
も
の
と
思

・

t
z
rヘ
動
議
融
監
量
・
圃
圃
・
・
開
総

一
わ
れ
る
。

「
舟

a
J
M
一
九
離
勝
凶
輔
眠
・
園
開
幽
・
ム
タ
i

一

つ
ぎ
の
椎
」
と

f
j会
組
圃
E
圃
圃
圃
圃
園
周
細
部
副

一
称

せ

ら

れ

る

よ

陰

撚

L
d
F脳
認
幽
圃
・
・
・
・
・
・
開
刈
幽

一

う
に
、
大
昔
の

i
閥
ぷ
脳
歯
菌
圃
圃
想
尚
幽
・
・
圃
圃
闘
圃
明
雄
剛

一

郷
土
の
地
理
的

・

謝
料
露
盤
園

調

農

園

田

園

田

盟

語

圏

一
変

遷

を

考

察

す

》

叫
峨
鴻
灘
鶴
繍
腿
盟
関
幽
周
回
国
関

b
f

・
…

…
る
上
か
ら
も
重

¥
ぷ
成
樹
鍋
底
闘
期
幽
・
園
周
観
噛
幽
圃
闘

一
一
安
な
も
の
で
あ

ゆ

ぷ
級
副
明
幽
圃
・
圃
・
圃
舞
踊

聞

る
。

一ー

をF
S
込晶
FE
z-pp一弘
島
副
・
・
g
・罵纏
・
・
・
・
圃
醐
国
・
・
・

口
口口
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あ
な
た
の
コ
ー
ナ
ー

みんなの県政

あ
な
た
の
コ
ー
ナ
ー

一
聞
こ
う
、
知
ろ
う
、
確
か
め
よ
う
~

こ
ん
な
場
合
は
ど
う
し
た
ら
?
こ
れ
は
何
と
か
な
ら
な
い

か
:
:
:
こ
の
ベ

l
ジ
は
、
み
な
さ
ん
の
ご
質
問
に
お
答
え
す
る

「
あ
な
た
の
コ
ー
ナ
ー
」
で
す
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

あ
て
先
は

あなたのコーす一切徽~磁~

富
山
市
新
総
曲
輪
一
番
七
号

富
山
県
庁
相
談
室

木の葉のふれあう音

郊外の深夜、ささやき戸

市内の深夜、図書館

静かな事務所

静かな乗用車、普通会話芦

電話のベル、騒々しい事務所、静かな工場

地下鉄の車内、国電の中、普通の工場

騒々しい工場の中

電車が通る時のガード下

自動車の警笛〈前方2m)、リベット打ち

飛行機のエンジンのそば

初~御物， あなTこのコーす一 切~仰~

答間
監
査
役
は
、
株
主
総
会
で
選
任
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
会
社
と
は
委
任
の
関
係
に
あ
り
ま

す。
監
査
役
は
、
取
締
役
が
株
主
総
会
に
提
出
す

る
会
計
に
関
す
る
書
類
を
調
査
し
、
株
主
総
会

.

.

.
 ホ

最
近
の
め
ざ
ま
し
い

産
業
経
済
の
発
達
に
伴

う
工
場
騒
音
、道
路
、
ピ

ル
な
ど
の
建
設
騒
音
、

あ
る
い
は
自
動
車
騒
音

な
ど
に
よ
っ
て
私
達
の

生
活
環
境
が
年
々
そ
こ

な
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
騒
音
の
、
感
覚

みんなの県政

..一. ._.一.._..一.._.._.._.._ . ._.._.._.._.._.._..~. .. ~

ホ ミ主
日

(国立公衆衛生院公害衛生学部〉

と騒よ/

上
の
大
き
さ
を
示
す
も
の
と
し
て
、

と
い
う
数
値
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、

一
0
0
0幻
の
周
波
数
を
も
っ
音

の
強
さ
の
レ
ベ
ル
(
デ
シ
ベ
ル
数
)
を
基
準
に

と
っ
て

か
ホ
ン
d

と
呼
ぶ
も
の
で
す
。

そ
こ
で
音
の
大
き
さ
に
よ

っ
て
別
表
の
よ
う

に
か
ホ
ン
d

は

O
J百
二
十
ま
で
区
分
さ
れ
て

い
ま
す
。
八
十
ホ
ン
を
超
え
る
と
わ
れ
わ
れ
の

耳
に
騒
々
し
く
聞
こ
え
ま
す
。
例
え
ば
、
深
夜

一

騒

音

規

制

法

~

工
場
騒
音
、
建
設
騒
音
は
届
け
出
の
義
務

一

最
近
、
大
き
な
社
会
問

一

題
に
な
っ
て
い
る
公
害
を

一

規
制
す
る
た
め
に
国
で

-

は
、
昨
年
十
二
月
「
騒
音

一

規
制
法
」
を
施
行
し
、
騒

一
音
に
つ
い
て
規
制
を
行
な

一

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た

0

・

こ
れ
に
基
づ
い
て
県
で

い

指
定
す
る
、
富
山、

高
岡

…
市
の
用
途
地
域
(
住
居
専

一

用
、
住
居
、
準
工
業
、
工

一

業
地
域
〉
に
お
い
て
特
定

一
施
設
か
ら
発
生
す
る
工
場

一
騒
音
や
特
定
建
設
作
業
に

」

伴
っ
て
発
生
す
る
建
設
騒

に
意
見
を
報
告
す
る
義
務
が
あ
り
、
こ
の
義
務

違
反
に
関
し
て
は
、
会
社
に
責
任
を
負
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

な
お
、
株
主
総
会
に
提
出
し
た
会
計
に
関
す

る
書
類
が
株
主
総
会
に
お
い
て
、
承
認
さ
れ
、

二
週
間
経
過
し
た
後
は
、
監
査
役
に
不
正
が
な

い
限
り
責
任
を
負
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ω監
査
役
は
、
会
社
の
会
計
監
査
の
み
で
あ

り
、
事
業
不
振
に
よ
る
倒
産
な
ど
に
は
な
ん
ら

責
任
は
あ
り
ま
せ
ん
。

知
監
査
役
の
任
期
は
一
年
で
す
か
ら
再
任
さ

れ
る
場
合
は
、
株
主
総
会
で
再
任
の
手
続
を
と

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

監
査
役
が
辞
任
す
る
旨
通
知
し
た
場
合
、
会

社
は
遅
滞
な
く
株
主
総
会
を
聞
き
、
解
任
の
手

続
き
を
と
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
新
監

査
役
が
選
任
さ
れ
る
ま
で
は
前
監
査
役
に
残
任

義
務
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
監
査
依
就
任
の
理
由

(
懇
望
さ
れ
た

こ
と
な
ど
)
や
報
酬
の
有
無
に
よ
り
、
監
査
役

の
権
利
義
務
に
な
ん
ら
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

。
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---

み

だ

り

な
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曳
山
の
由
来

⑤

也

(
砺
波
市
)

F

か

ぶ

き

(

砺
波
こ
ど
も
歌
舞
伎
曳
山

(

四
月
十
六

・
十
七
日
に
砺
波
市
出
町
神
明

一
宮
の
春
祭
に
喜
一
」
唱
さ
れ
る
曳
山
は
、
そ
の

?

上
で
子
ど
も
歌
舞
伎
が
演
ぜ
ら
れ
る
こ
と
で

)
知
ら
れ
て
い
る
。

)

東

・
中

・
西
町
の
三
本
は
江
戸
時
代
天
明

)
年
間
(
一
七
八
一

J
一
七
八
八
)
に
始
ま

っ

)

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

)

祭
の
曳
山
と
し
て
、
こ
の
地
方
で
は
高
岡

)

の
曳
山
が
最
も
古
く
、
宝
暦
か
ら
安
永

・
天

也

明
に
か
け
て
近
郷
の
町
々
も
だ
ん
だ
ん
ま
ね

沿

て
作
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。
砺
波
の

~

曳
山
も
こ
う
し
た
風
潮
に
の

っ
て
現
わ
れ
た

『

も
の
で
あ
る
が
、
異
色
の
興
味
を
添
え
る
た

「

め
に
考
え
出
さ
れ
た
の
が
歌
舞
伎
の
上
演
で

ム

あ
る
。

四
月
の
巡
回
交
通
事
故
相
談
所

日
曜
、
祭
日
を
除
く
毎
日
、
県
庁
の

二
階

で
、
交
通
事
故
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

ま
た
み
な
さ
ん
の
便
宜
を
考
え
、
相
談
員
が

市
町
村
へ
出
向
い
て
移
動
相
談
を
聞
い
て
い
ま

す
か
ら
ご
利
用
下
さ
い
。
四
月
の
日
程
は
次
の

と
お
り
で
す
。

九八四二一

新
湊
市
役
所

氷
見
市
役
所

滑
川
市
役
所

黒
部
市
役
所

小
矢
部
市
役
所

日
(
火
)

日
(
水
〉

日
(
金
)

日
(
火
)

日
(
水
)

。〉

ス
テ
レ
オ
を
大
き
く
鳴
ら
し
た
り
、
自
動
車
や

オ
ー
ト
バ
イ
の
エ
ン
ジ
ン
を
か
ら
ふ
か
し
し
て

異
状
に
大
き
く
し
ま
す
と
、
隣
、
近
所
に
め
い

わ
く
と
な
り
ま
す
。

こ
ん
な
場
合
、
警
察
か
ら
「
音
量
を
下
げ
る

よ
う
に
」
と
か
、

「
や
め
る
よ
う
に
」
な
ど
と

警
告
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
警
告
を
受
け
な
が
ら
、
こ
れ

に
従
わ
な
い
場
合
は
軽
犯
罪
法
や
、
道
路
運
送

車
両
法
に
よ
っ
て
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
お
互
に
騒

音
を
発
し
な
い
よ
う
心
が
け
、
静
か
な
富
山
県

に
し
ま
し
ょ
う
。

音
が
規
制
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
特
定
施
設
を
設
置
し
て
い
る

方
、
今
後
設
置
す
る
方
は
規
制
の
う
ち
、
騒
音

と
く
に
工
場
騒
音
や
建
設
騒
音
の
基
準
を
守

り
、
新
た
に
設
置
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
設

置
工
事
の
開
始
三
十
日
前
ま
で
に
、
施
設
の
あ

る
市
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

の
届
け
出
を
し
な
か

っ
た
り
、
ま
た
は
虚
偽
の

届
け
出
を
し
た
場
合
は
、
五
万
円
以
下
の
罰
金

に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
特
定
建
設
作
業
を
伴

っ
て
工
事
を
行

な
お
う
と
す
る
場
合
は
、
作
業
の
開
始
七
日
前

ま
で
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
届
け
出
を
怠

っ
た
場
合
も
、
コ
一
万
円
以

下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
、
太
平
の
世
情
に
の

っ
て
前
部

)

酌
と
歌
舞
伎
が
全
国
に
流
行
し
た
時
な
の

)

で
、
こ
れ
を
曳
山
と
結
び
つ
け
た
も
の
で
あ

)

る
。

~

そ
の
際
、
曳
山
の

U
M狭
い
舞
台
を
効
果

(

的
に
使
い
、
観
客
の
喝
采
を
得
る
た
め
、
こ

(

ど
も
を
登
場
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。

(

こ
の
舞
台
で
、
曳
山
方
の
町
内
か
ら
、
六

(

才
か
ら
十
三
才
ま
で
の
男
の
子
が
役
者
に
な

{

り
、
舞
台
裏
で
語
ら
れ
る
浄
瑠
璃
や
三
味
線

{

に
合
わ
せ
て
歌
舞
伎
を
演
ず
る
も
の
で
あ

ム

る。

一

-16-

十

一

日

(

金

)

十
五
日
(
火
)

十
六
日
(
水
)

十
八
日
(
金
)

二
十
二
日
(
火
)

二
十
三
日
(
水
)

二
十
五
日
(
金
)

立
山
町
役
場

入
善
町
役
場

大
門
町
役
場

福
光
町
役
場

庄
川
町
役
場

井
波
町
役
場

福
光
町
役
場

こ
の
騒
音
規
制
法
を
守
り
、
私
達
の
周
囲
か

ら
騒
音
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

特
定
施
設
と
は

一
金
属
加
工
機
械

圧
延
機
械
、
製
管
機
械
、
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ

マ
シ
ン
、
液
圧
プ
レ
ス
、
機
械
プ
レ
ス
、
せ

ん
断
機
、
鍛
造
機
、
ワ
イ
ヤ
ー
フ
ォ

l
ミ
ン

グ

マ
シ
ン
、
ブ
ラ
ス
ト
、
タ
ン
ブ
ラ
ー

二
空
気
圧
縮
機
及
び
送
風
機

三

土

石

用

、
ま
た
は
鉱
物
用
の
破
砕
機
、
ふ

る
い
及
び
分
級
機

四

織

機

五
建
設
用
資
材
製
造
機
械

コ
ン
ク
リ
ー
ト
プ
ラ
ン
ト
、
ア
ス
フ

ァ
ル

ト
プ
ラ
ン
ト

六
穀
物
用
製
粉
機

七
木
材
加
工
機
械

ド
ラ
ム
バ

l
カ
l
、
チ
ッ
パ
l
、
砕
木
機
、

帯
の
こ
盤
、
丸
の
こ
盤
、
か
ん
な
盤

八

抄

紙

機

九

印

刷
機
械

一O

合
成
樹
脂
用
射
出
成
形
機

二
鋳
型
造
型
機

-17 -

特
定
建
設
作
業
と
は

一
く
い
打
機
、
く
い
抜
き
機
を
使
用
す
る
作

業
二
び
ょ
う
打
機
を
使
用
す
る
作
業

三
さ
く
岩
機
を
使
用
す
る
作
業

四
空
気
圧
縮
機
を
使
用
す
る
作
業

五
コ
ン
ク
リ
ー
ト
プ
ラ
ン
ト
、
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
プ
ラ
ン
ト
を
設
け
て
行
な
う
作
業

(
公
害
課
)



みんなの県政

一アレ
J

ビ

ド
ラ
マ

「天
と
地
と
」

(
第
一
回
〉

か
ら

為
景
は
栴
檀
野
で
死
ん
で
い
な
い

N
H
K
の
大
型
歴
史
ド
ラ
マ
「
天

と
地
と
」
が
大
評
判
の
よ
う
で
あ
る

わ
が
越
中
が
舞
台
に
な
る
こ
と
が

し
ば
し
ば
で
あ
る
た
め
、
越
中
人
に

は
特
に
関
心
が
持
た
れ
る
わ
け
で
あ

る
。さ

る
二
月
十
六
日
晩
、
長
尾
為
景

が
七
十
七
才
で
越
中
へ

出
陣
し
、
砺

波
の
栴
檀
野
で
討
死
し
た
場
面
が

映
写
さ
れ
た
。
役
者
は
そ
の
道
の
名

人
、
滝
沢
修
と
い
う
人
だ
け
あ
っ

て
、
出
陣
の
折
の
様
子
と
い
い
、
討

死
の
折
の
表
情
と
い
い
、
ま
こ
と
に

心
に
く
い
程
に
、
た
く
み
な
演
技
で

あ
っ
た
。

さ
て
「
天
と
地
と
」
は
、
も
と
よ

り
小
説
で
あ
り
、
創
作
で
あ
り
、
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
要
す
る
に
面

白
く
読
め
、
読
者
に
感
動
・
感
銘
を

与
え
れ
ば
そ
れ
で
上
等
で
あ
る
。
史

実
に
あ
っ
て
い
よ
う
と
い
ま
い
と
問

う
と
こ
ろ
で
な
い
。
け
れ
ど
も
現
代

恋
愛
小
説
な
ら
と
に
か
く
、
歴
史
小

富
山

|
高
岡
バ
イ
パ
ス

用

地

買

収

国
道
八
号
線
の
富
山
|
高
岡
バ
イ

パ
ス
の
、
用
地
買
収
交
渉
第
一
号
が

ま
と
ま
り
、
二
月
二
十
二
日
県
庁
で

調
印
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
富
山
l
高
岡
聞
の
交
通

マ
ヒ
緩
和
を
は
か
ろ
う
と、

建
設
省

の
進
め
て
い
る
バ

イ
パ
ス
の
建
設
を

少
し
で
も
早
め
る
た
め
、
県
が
用
地

買
収
に
協
力
し
て
調
印
の
は
こ
び
と

な
っ
た
も
の
で
す
。
富
山
l
高
岡
バ

イ
パ
ス

は
富
山
市
金
泉
寺
|
高
岡
市

説
な
ら
ば
、
読
者
は
あ
る
程
度
史
実

に
合

っ
て
い
る
と
予
想
し
な
が
ら
、

読
ん
で
い
る
の
で
あ
る
ま
い
か
。
こ

う
い
う
観
点
か
ら
「
天
と
地
と
」
を

吟
味
し
て
み
る
と
、
い
ろ
い
ろ
問
題

点
が
あ
る
。

支
持
し
た
い
春
日
山
城
説

第
一
は
先
日
見
た
為
景
討
死
の
件

で
あ
る
。
原
作
も
テ
レ
ビ
も
共
に
為

せ
ん
だ
ん
の

景
栴
檀
野
討
死
と
し
て
い
る
が
、
こ

れ
は
史
実
と
し
て
は
誤
り
で
あ
る
。

為
景
の
死
に
つ
い
て
、
最
も
正
し
い

と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
天
文
五
年
十

二
月
二
十
四
日
春
日
山
城
に
て
、
六

十
六
才
病
死
説
で
あ
る
。
こ
れ
は
山

形
県
米
沢
市
の
上
杉
家
菩
提
寺
過
去

帳
お
よ
び
位
牌
、
上
杉
家
旧
荘
の

招
霊
棚
の
懸
物
、
古
文
書
集
「
歴
代

古
案
」

、

「
上
杉
年
譜
」

、

「
越
佐

史
料
」
な
ど
に
記
さ
れ
て
お
り
、
歴

史
学
上
の
定
説
と
な

っ
て
い
る
葬
送

の
日
は
反
乱
軍
が
城
下
に
迫
っ
て
い

ぐラ

の

初

調

印

四
ツ
屋
の
二
十
五
キ
ロ
で
、
す
で
に
高

岡
市
内
で
工
事
に
着
手
し
て
い
ま

す
。県

で
は
今
回
の
富
山
市
大
塚
、
八

ケ
山、

高
木
、
本
郷
地
区
二
百
六
十

六
肢
の
用
地
買
収
に
ひ
き
つ
づ
き
他

の
地
区
に
つ
い
て
も
用
地
買
収
交
渉

を
進
め
、
四
十
八
年
末
に
は
二
車
線

で
全
線
完
通
、
さ
ら
に
五
十

一
年
に

は
四
車
線
全
線
完
通
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。

葬た
異 儀の

説 主て
竺 完家
x だ臣
「 とみ
能tいなA

の景~ ?̂甲2
f毘 L___胃守

両と 竺
か d

て

そ
れ
で
は
栴
檀
野
討
死
説
は
ど
こ

か
ら
出
た
の
か
。
加
賀
藩
の
史
学
者

富
田
景
周
の
著
に
、
有
名
な
三
州
志

が
あ
り
、
そ
の
中
に
、
天
文
十
四
年

四
月
十
一
日
栴
檀
野
に
て
陣
亡
し
た

と
記
し
て
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
彼
は
異

説
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
を
知
っ
て

お
り
、
細
字
で
異
説
を
多
く
註
記
し

て
い
る
が
、
本
文
は
前
記
の
如
く
で

あ
る
。
ま
た
北
越
軍
記
に
は
天
文
七

年
四
月
十
一
日
越
中
千
壇
野
に
て
為

景
討
死
と
あ
る
。

長
尾
系
図
に
は
、
天
正
十

一
年
再

び
為
景
越
中
に
出
馬
、
四
月
二
十
四

日
千
壇
野
に
て
神
保
良
衡
と
戦
い
て

利
あ
ら
ず
、
戦
死
、
時
に
六
十
六
才

と
記
し
て
い
る
。

天
文
五
年
十
二
月
二
十
四
日
春
日

山
病
死
説
は
、
長
尾
景
虎
(
上
杉
謙

信
)
よ
り
長
慶
寺
住
職
に
あ
て
て
出

し
た
手
紙
に
よ
る
も
の
で
間
違
い
は

な
い
。
そ
れ
で
は
ど
う
し
て
こ
ん
な

異
説
が
生
じ
た
か
。
こ
れ
は
為
景
の

よ
し
か
げ

父
(
謙
信
の
祖
父
)
長
尾
能
景
が
、

永
正
三
年
八
月
十
八
日
越

中
に

出

馬
し
、
能
登
守
護
畠
山
義
綱
を
援
け

て
、
神
保
良
衡

・
遊
佐
慶
親
ら
と
寒

江
蓮
台
寺
に
戦
い
、
つ
い
で
十
九
日

般
若
野
に
戦
っ
て
敗
死
し
た
事
件
と

混
同
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
小
矢
部
市

埴
生
の
護
国
八
幡
宮
に
関
係
文
書
が

し
も
ふ
さ

=
一
通
も
あ
り
、
下
総
の
本
土
寺
過
去

帳
に
も
明
記
さ

れ
て
い
る
。
ま

さ
か
親
子
二
代

と
も
同
じ
場
所

で
討
死
す
る
こ

と

も

あ

る

ま

い
。
永
正
十
六

為景没した日はどれ

同同同文天

十年四 十一 七 五

年年十年

四四四 一

月 月 月 月
一一

十 一 十一
一十四一十四

日日日日

全さ三 尾長 越北 春日

宅」州、| 系軍病死
)志図記

。〉

空富
港山

富山空港事務所屋上に建設された管制搭

管
制
塔
で
き
あ
が
る

離
着
陸
、
も
う
安
心

富
山
空
港
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
タ
ワ

l

(
管
制
塔
)
が
、

一
月
二
十
四
日
完
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
さ
る
三
十
九

年
開
港
い
ら
い
、
離
着
陸
す
る
飛
行
機
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

な
ど
へ
の
指
令
を
空
港
事
務
所
の
二
階
で
行
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
位
置
が
低
く
片
面
し
か
見
渡
せ
な
い
た
め
、
機

影
の
確
認
に
も
、
わ
ず
か
な
時
間
し
か
な
く
、
連
絡
に
も

不
安
な
点
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
管
制
塔
完
成
に
よ
っ
て
、
今
後
航
空
保
安
上
大

き
な
効
果
が
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

面
積
二
十
四

・
三
平
方
版
。
四
方
は
総
ガ
ラ
ス
張
り

で
、
地
上
か
ら
の
高
さ
は
十
一

・
六

M
。

知事 室 で調印する地主代表

街並市!飯島m:~ あるお;;~

年
二
月
二
日
、
長
尾
為
景
よ
り
長
尾

一
房
景
へ
出
し
た
手
紙
に
は
「
先
年
越

中
に
お
い
て
亡
父
を
は
じ
め
め
国
中

武
士
が
多
数
討
死
し
て
無
念
さ
は
申

す
に
及
、
ば
ぬ
、
他
日
越
中
へ
出
陣
し

て
弔
い
合
戦
を
し
た
い
」
と
述
べ
て

い
る
。

芹
谷
山
千
光
寺
(
砺
波
市
)
の
過

去
帳
(
正
徳
元
年
調
製
)
に
は
、
天

文
十
五
年
五
月
十
九
日
真
光
院
殿
高

岳
正
等
大
居
士
(
長
尾
為
景
)
と
あ

り
、
近
く
に
為
景
塚
が
あ
る
。
こ
れ

ら
は
能
景
と
混
同
し
た
の
で
あ
ろ

〉
勺
ノ
。

く
り
か
え
し
い
う
が
、
私
は

「
天

と
地
と
」
に
間
違
い
が
あ
る
と
て
、

ケ
チ
を
つ
け
よ
う
と
い
う
の
で
は
決

し
て
な
い
の
で
あ
る
。
や
が
て
謙
信

も
越
中
へ

出
陣
す
る
の
で
あ
る
が
祖

父
の
仇
討
と
い
う
よ
り
、
父
の
弔
い

合
戦
と
い
う
方
が
迫
力
が
あ
る
に
き

ま
っ
て
い
る
。
海
音
寺
潮
五
郎
氏
の

霊
筆
、
健
筆
に
は
感
歎
す
る
ば
か
り

で
あ
る
。

な
お
い
う
。
氏
は
北
越
軍
談
に
も

と
、、つ

い
て
記
述
し
て
お
ら
れ
る
が
、

我
々
歴
史
を
調
べ
る
者
は
、
こ
ん
な

く
だ
ら
ぬ
(
?
〉
こ
と
を
一
々
せ
ん

さ
く
考
誌
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
宿
命
を
荷

負

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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県
史
編
さ
ん
室

橋
本

芳
雄

ス
タ
ー
ト
す
る
木
材
試
験
場

し割しセ木じものの方用木に場木れて機解題 たて本と 約一そ源 かが
まもてン材ら広相技法 、材こ 。材 た設関決をこ 。い県材こ百 !市ので木ら進大
す果のタ技れく談術な使のこ同試の立 と す研の まの質の三で約す 材 発め閤
。た役 l術る 応に上ど用利は時験がさしる実課 し木改木十は三 。は足ら 山

材 良 材 ーこ分わ 、しれニ
産にの万ののが天まてユ
業 よ 完 立 北 一国然、しい |
につ全方洋はののたたタ
とてな M材輸木合 つ木ウ
つは 利 と の入 材成 材 ン
て什用全輸 材 需 樹 試(
さ加を国入に要 脂 験小
し価 はー量依量 と 場 杉
せ値かをが存はも は町
まを る 記 昭 し 年 い ー)
つ高こ録 和 てごわ 部に
た め と し 四 い とれ 完接
謀る 、ま 十 まにる 成近
題こ高し三す増貴 Lし
とと度た年 。加 重 ' て
なは 加 。に しな 四建
つ 、工は 、資月設

4 

46年 に は こ の よ う に (模型図)



み
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な

5 富山県の自然

高岡古城公園
{
疋
園

県
公

の

県

政

4

月

号

高岡の古城公園は、公園様式をとり入れたものとして日本最古のひとつといわ

れている。加賀藩の 2代目藩主、前田利長公が、築城家、高山右近に命じて慶長

14年 (1609)に築かせた高岡城のあとであり、その当時の姿をそのまま とどめて

いる。

公園の面積のうち、濠が%を占めており、水面をおおった壮大な樹木が影を落

す水景は、われわれを数百年前の静けさに引き込む。

昭
和
四
十
む

一
月
二
十
日
発
行
(
第
五
号
)

また、圏内には射水神社、美術館、動物園、体育館、野球場などがあり 、県民

の憩いの広場でもある。

42年10月に県定公園に指定されたことを機会に、この古城の静寂さを失なわな

し、ょう景観の保存が叫ばれている。

均
一
時
富
山
県
総
務
課
長

富

山

市

新

総

電
話
富
山
噌
会
二

)
四

一

番

七

号

郵
便
番
号
九
三

O

言自
信古

印
刷
中
越
印
刷
製
紙
株
式
会
社

古城公園の名物勺、クチョウミ。向こう側は太鼓橋


